
 
 
 
 
 

《パターン４》  

      Ｙ      1,000 万円     Ｘ   

 給与 1,000 万円        出向             

                           出向者Ａ  

 

《パターン３》  

    Ｙ     1,000 万円       Ｘ   

           出向                      給与 1,000 万円   

                           出向者Ａ  

      

 
出向に係る 

報酬給与額の計算例 

《パターン１》  
   

    Ｙ                       Ｘ   

         出向                         給与 1,000 万円    

                           出向者Ａ  

      【出向者Ａに係る報酬給与額】  
Ｙ：0 万円       Ｘ：1,000 万円 

《パターン２》  

      Ｙ                       Ｘ   

   給与 1,000 万円   

                           出向者Ａ  

      【出向者Ａに係る報酬給与額】  

Ｙ：1,000 万円       Ｘ：0万円 

経営指導料 

出向 

給与負担金

【出向者Ａに係る報酬給与額】 

   Ｙ：1,000 万円        

Ｘ：1,000 万円－1,000 万円＝0万円 

【出向者Ａに係る報酬給与額】 

    Ｙ：1,000 万円－1,000 万円＝0万円     

    Ｘ：1,000 万円 

《パターン５》  
   

        Ｙ    毎年度 100 万円     Ｘ   

                              

    出向者Ａ  復帰後、退職  出向者Ａ    
      

《パターン６》  

      Ｙ    給与格差補てん     Ｘ   

                  

                     ① 

                                 出向者Ａ     

 

 ② 

 200 万円 

②給与1,000万円

①給与 800 万円 

【出向者Ａに係る報酬給与額】 

    Ｙ：200 万円 

        ①、②どちらのケースでも同様 

    Ｘ：①800 万円 
        ②1,000 万円－200 万円＝800 万円 

《パターン７》  

    Ｙ        55 万円        Ｘ   

            

                           出向者Ａ  

      

退職給与負担金 

ｎ年度～ｎ+5 年度 

出向 
1,000万円 

退職金 
ｎ＋10年度

【出向者Ａの退職金に係る報酬給与額】 

   Ｙ：ｎ＋10 年度  1,000 万円        

   Ｘ：ｎ年度～ｎ＋5年度  毎年度 0万円 

経営指導料 

給与 50 万円

【出向者Ａに係る報酬給与額】 

   Ｙ：50 万円－55 万円＝△5万円 → 0万円  

   Ｘ：50 万円 

 

出向者Ａ


